
                                                                                                                        

 

 

議案第７号 

令和４年度大網白里市病院事業会計補正予算（第２号） 

（総則） 

第１条  令和４年度大網白里市病院事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条  令和４年度大網白里市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。 

    （既決予定数）     （補正予定数）          （計） 

（２） 年間患者数 入院 28,543 人  △ 6,979 人 21,564 人 

 外来 69,567 人 △ 905 人 68,662 人 

（３） 一日平均患者数 入院 78.0 人 △ 18.9 人 59.1 人 

 外来 286.3 人  △ 3.7 人 282.6 人 

（収益的収入及び支出） 

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。  

収  入        （既決予定額）        （補正予定額）             （計） 

  第１款 病院事業収益 2,685,437 千円  33,536 千円  2,718,973 千円  

第１項 医 業 収 益 2,398,992 千円  △ 123,589 千円  2,275,403 千円  

第２項 医業外収益 286,442 千円  157,125 千円  443,567 千円  

支  出        （既決予定額）        （補正予定額）             （計） 

  第１款 病院事業費用 2,671,787 千円  38,334 千円  2,710,121 千円  

    第１項 医 業 費 用 2,632,409 千円  40,100 千円  2,672,509 千円  

第２項 医業外費用 34,375 千円  △ 1,766 千円  32,609 千円  
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（資本的収入） 

第４条 予算第４条本文括弧書を「資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する額 88,220千円は、過年度分及び当年度分損益勘定留保

資金 89,779千円をもって補てんするものとする。」に改め、資本的収入の予定額を次のとおり補正する。  

収  入       （既決予定額）       （補正予定額）             （計） 

  第１款 資本的収入 93,853 千円  △ 1,559 千円  92,294 千円  

第２項 補 助 金 2 千円  7,391 千円  7,393 千円  

第３項 繰 入 金 2,750 千円  △ 2,750 千円  0 千円  

    第５項 公営企業債 11,100 千円   △ 6,200 千円  4，900 千円  

（債務負担行為の補正）  

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

  （追 加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事   項 期   間 限 度 額 

一般廃棄物収集運搬業務 
自 令和 ５ 年度 

至 令和 ７ 年度 

千円 

2,730 
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（企業債） 

第６条 予算第６条に定めた起債の限度額を次のとおり補正する。 

起債の目的 
補正前 補正後 

限度額 起債の方法 利率 償還の方法 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

医療機械整

備事業 

千円 

   

 

6,200  
普通貸借 

又は 

証券発行 

年５．０％以内 
（ただし、利率見
直し方式で借り
入れる資金につ
いて、利率の見
直しを行った後
においては当該
見直し後の利率） 

政府資金について
は、その融資条件に
より、銀行その他の
資金の場合には債権
者との協定による。 
ただし、市財政の都
合により据置期間及
び償還期限を短縮
し、又は繰上償還若
しくは低利に借換え
することができる。 

千円 

 

 

 0  
普通貸借 

又は 

証券発行 

年５．０％以内 
（ただし、利率見
直し方式で借り
入れる資金につ
いて、利率の見
直しを行った後
においては当該
見直し後の利率） 

政府資金について
は、その融資条件に
より、銀行その他の
資金の場合には債権
者との協定による。 
ただし、市財政の都
合により据置期間及
び償還期限を短縮
し、又は繰上償還若
しくは低利に借換え
することができる。 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第７条 予算第８条に定めた経費の金額を次のとおり補正する。  

       （既決予定額）       （補正予定額）             （計） 

（１） 職員給与費 1,433,133 千円  △ 23,300 千円  1,409,833 千円  

（他会計からの補助金） 

第８条 予算第９条に定めた一般会計及び国民健康保険特別会計からこの会計へ補助を受ける金額を 191,000千円に改める。  

 

 

 

令和５年２月２２日 提出 

                                        大網白里市長   金 坂   昌 典 
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収　入 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計
1

病院事業収益 2,685,437 33,536 2,718,973
1

医業収益 2,398,992 △ 123,589 2,275,403
1

入院収益 1,253,118 △ 226,298 1,026,820
2

外来収益 922,691 30,882 953,573
3

その他医業収益 223,183 71,827 295,010
2

医業外収益 286,442 157,125 443,567
2

補助金 156,032 162,637 318,669
3

一般会計負担金 68,512 2,488 71,000
6

売店収益 8,000 △ 8,000 0

支　出 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計
1

病院事業費用 2,671,787 38,334 2,710,121
1

医業費用 2,632,409 40,100 2,672,509
1

給与費 1,433,133 △ 23,300 1,409,833
2

材料費 687,000 51,000 738,000
3

経費 419,570 12,400 431,970
2

医業外費用 34,375 △ 1,766 32,609
3

売店費用 8,000 △ 8,000 0
5

消費税及び地方消費税 5,766 6,234 12,000

令和４年度大網白里市病院事業会計補正予算実施計画

収　益　的　収　入　及　び　支　出

款 項 目

款 項 目
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収　入 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計
1

資本的収入 93,853 △ 1,559 92,294
2

補助金 2 7,391 7,393
1

国庫補助金 1 7,391 7,392
3

繰入金 2,750 △ 2,750 0
1

国保会計繰入金 2,750 △ 2,750 0
5

公営企業債 11,100 △ 6,200 4,900
1

公営企業債 11,100 △ 6,200 4,900

資　本　的　収　入

款 項 目
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（単位：円）

金　額 金　額

１． 業務活動によるキャッシュ・フロー ２． 投資活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 26,490,000 有形固定資産の取得による支出 △ 16,558,000

減価償却費 90,754,000 国庫補助金等による収入 7,393,000

固定資産除却費 1,000 国保会計繰入金による収入 0

引当金の増減額 △ 1,732,000 寄附金による収入 1,000

長期前受金戻入額 △ 41,783,000 リース債務支払による支出 △ 3,395,000

受取利息及び受取配当金 △ 10,000 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 12,559,000

支払利息 14,608,000

未収金の増減額 408,357,158 ３． 財務活動によるキャッシュ・フロー

未払金の増減額 △ 110,042,620 建設改良等の企業債による収入 6,530,097

たな卸資産の増減額 1,000 建設改良等の企業債償還による支出 △ 151,756,097

小計 386,643,538 他会計からの出資による収入 80,000,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 65,226,000

利息及び配当金の受取額 10,000

利息の支払額 △ 14,608,000 資金増加額 294,260,538

業務活動によるキャッシュ・フロー 372,045,538 資金期首残高 160,174,997

資金期末残高 454,435,535

（令和4年4月1日から令和5年3月31日)

令和４年度大網白里市病院事業予定キャッシュ・フロー計算書

項　　目 項　　目
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特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当 計

損益勘定支弁職員 174(3) 181,170 516,694 452,782 1,150,646 193,651 1,344,297

資本勘定支弁職員 - - - - - - -

合　　　計 174(3) 181,170 516,694 452,782 1,150,646 193,651 1,344,297

損益勘定支弁職員 178(3) 193,670 521,494 451,782 1,166,946 200,651 1,367,597

資本勘定支弁職員 - - - - - - -

合　　　計 178(3) 193,670 521,494 451,782 1,166,946 200,651 1,367,597

損益勘定支弁職員 7 △ 12,500 △ 4,800 1,000 △ 16,300 △ 7,000 △ 23,300

資本勘定支弁職員 - - - - - - -

合　　　計 7 △ 12,500 △ 4,800 1,000 △ 16,300 △ 7,000 △ 23,300

扶養手当 時間外手当 管理職手当 特殊勤務手当 管理職特別勤務手当 宿日直手当 住居手当

10,182 34,661 18,743 108,834 926 16,680 6,132

10,260 31,386 20,244 105,235 1,547 17,835 6,197

△ 78 3,275 △ 1,501 3,599 △ 621 △ 1,155 △ 65

通勤手当 期末勤勉手当 地域手当 児童手当 初任給調整手当 退職手当

10,854 138,175 30,619 4,110 31,705 41,161

11,165 137,342 31,443 3,670 34,297 41,161

△ 311 833 △ 824 440 △ 2,592 0

補正後

補正前

比　較

補
正
後

補
正
前

比
　
較

( ）内は、再任用短時間勤務職であり、外書きである。

職 員 手 当 の 内 訳

区　分

補正後

補正前

比　較

区　分

給　与　費　明　細　書

１．総　括 （単位：千円）

区　分
職員数 給　与　費

法定福利費 合　計 備　考
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(単位：千円）

区　分 増減額

761

△ 5,561

5,725

△ 4,725

医　師 医療技術員 看護師 准看護師 一般行政職 看護補助員

（医療職(１)） （医療職(２)） （医療職(３)） （医療職(３)） （行政職） （行政職）

平 均 給 料 月 額 （円） 500,408 299,373 312,370 365,100 322,967 350,025

平 均 給 与 月 額 （円） 1,323,412 389,169 433,664 516,954 398,358 401,274

平 均 年 齢 （歳） 53.8 45.9 46.8 58.0 48.0 46.5

平 均 給 料 月 額 （円） 499,593 294,800 303,834 364,500 322,782 337,367

平 均 給 与 月 額 （円） 1,259,356 373,434 390,475 476,297 396,448 387,756

平 均 年 齢 （歳） 53.3 44.5 45.2 57.0 47.8 45.6

２．普通昇給に伴う増減分

４．その他の増減分

２．給料及び職員手当の増減額の明細

増　減　事　由　別　内　訳 説　明 備　考

給　料 △ 4,800

１．給与改定に伴う増減分

期末手当の改正

２．その他の増減分

３．昇給期間短縮に伴う増減分

３．給料及び手当の状況

(1)職員１人当り給与

区　　　分

令和5年1月1日
現　　在

令和4年1月1日
現　　在

手　当 1,000
１．制度改正に伴う増減分
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級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

4 2 15.4 6 6 1 1.4 6 8 8  

3 3 23.0 5 4 18.2 5 6 8.5 5 7 1 8.3 7  

2 6 46.2 4 4 18.2 4 7 9.9 4 1 100.0 6 1 8.3 6  

1 2 15.4 3 3（1） 18.2 3 21 29.6 3 5 2 16.7 5  

 2 10 45.5 2 34（1） 49.3 2 4 2 16.7 4 3 75.0

 1 1 （1） 1.4 1 3 2 16.7 3 1 25.0

 2 2 16.7 2

  1 2 16.7 1

    

合計120人（3） 13 100 21（1） 100 69（2） 100 1 100 12 100 4 100

4 2 13.3 6 6 1 1.4 6 8 8  

3 3 20.0 5 3 14.3 5 6 8.5 5 7 1 8.3 7  

2 10 66.7 4 5 23.8 4 3 4.2 4 1 100.0 6 1 8.3 6  

1 3 3（1） 19.0 3 21 29.6 3 5 2 16.7 5  

 2 9 42.9 2 38（1） 54.9 2 4 2 16.7 4 2 66.7

 1 1 （1） 1.4 1 3 2 16.7 3 1 33.3

 2 2 16.7 2

  1 2 16.7 1

    

合計120人（3） 15 100 20（1） 100 69（2） 100 1 100 12 100 3 100

一般行政職
（行政職）

看護補助員
（行政職）

令和5年

1月1日現在

令和4年

1月1日現在

( )内は、再任用短時間勤務であり、外書きである。

(2)級別職員数

区　　分

医　　　師
（医療職（１））

医療技術員
（医療職（２））

看護師
（医療職（３））

准看護師
（医療職（３））
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（3）特殊勤務手当

全職員 医師 医療技術員 看護師 事務

24.1 37.6 9.7 18.9 4.8

91.6 100.0 95.5 100.0 25.0

81,417 435,071 19,246 37,466 38,944

放射線取扱手当・待機手当・
　検査作業手当・調剤手当・

　　機能訓練作業手当・
 新型コロナワクチン接種業務等

夜間看護手当・
夜間勤務手当・

感染症対応手当等

医務手当・医師確保
特別診療手当・

感染症対応手当等

感染症対応手当・
新型コロナ接種業務

区分

支給総額に対する比率　（％）

支給対象職員の比率　（％）

支給対象職員１人当たり平均支給月額（円）

代表的な特殊勤務手当の名称
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左の財源内訳

期間 金額 期間 金額 医業収益

千円 千円 千円 千円

一般廃棄物収集運搬業務 2,730
自　令和 ５年度
至　令和 ７年度

2,730 2,730

債 務 負 担 行 為 に 関 す る 調 書

事　項 限度額

前年度末までの支払
義務発生（見込）額

当該年度以降の支払
義務発生予定額
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１． 円 円 円

(1) 入院収益 1,026,820,000

(2) 外来収益 953,573,000

(3) その他医業収益 279,980,000 2,260,373,000

２．

(1) 給与費 1,409,833,000

(2) 材料費 670,913,000

(3) 経費 393,183,000

(4) 減価償却費 90,754,000

(5) 資産減耗費 2,000

(6) 研究研修費 1,775,000 2,566,460,000

306,087,000

３．

(1) 受取利息及び配当金 10,000

(2) 補助金 318,669,000

(3) 一般会計負担金 71,000,000

(4) 長期前受金戻入 41,783,000

(5) その他医業外収益 9,694,000

(6) 国保会計繰入金 1,440,000

(7) 売店収益 △ 1,000

442,595,000

令和４年度大網白里市病院事業予定損益計算書
（令和4年4月1日から令和5年3月31日)

医　業　収　益

医　業　費　用

医　業　外　収　益

医業損失
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４．

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 14,608,000

(2) 売店費用 1,000

(3) その他医業外費用 95,409,000 110,018,000 332,577,000

26,490,000

５．

(1) 固定資産売却益 1,000

(2) 過年度損益修正益 1,000

(3) その他特別利益 1,000 3,000

６．

(1) 固定資産売却損 1,000

(2) 臨時損失 1,000

(3) 過年度損益修正損 1,000 3,000 0

26,490,000

1,870,560,640

0

1,844,070,640当年度末処理欠損金

経常利益

特別利益

特　別　損　失

当年度純利益

前年度繰越欠損金

その他未処分利益剰余金変動額

医　業　外　費　用

-141-　　　



１． 円 円 円 円
(1)

イ 35,024,709
ロ 2,902,370,701

△ 1,923,533,795 978,836,906
ハ 303,974,267

△ 234,075,534 69,898,733
ニ 5,950,000

△ 3,207,645 2,742,355
ホ 906,162,178

△ 750,838,053 155,324,125
ヘ 16,974,000

△ 6,789,800 10,184,200
ト 3,740,105

△ 3,512,100 228,005
 1,252,239,033

(2)
イ 141,400

141,400
1,252,380,433

２．
(1) 454,435,535
(2) 11,381,264
(3) 20,603,863

486,420,662
1,738,801,095

減価償却累計額

令和４年度大網白里市病院事業予定貸借対照表
（令和5年3月31日）

資 産 の 部

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

土地
建物
減価償却累計額
構築物
減価償却累計額
機械及び装置

固定資産合計

工具器具及び備品
減価償却累計額

車両及び運搬具
減価償却累計額
有形固定資産合計

無形固定資産
電話加入権
無形固定資産合計

リース資産
減価償却累計額

流動資産
現金預金
未収金
貯蔵品
流動資産合計

資産合計
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円 円 円 円

３．

(1) 企業債（建設改良費企業債） 333,575,241

(2) リース債務 6,789,400

(3) 768,310

341,132,951

４．

(1) 企業債（建設改良費企業債） 150,924,702

(2) リース債務 3,394,800

(3) 7,649,156

(4) 賞与等引当金 64,392,344

(5) その他流動負債 500,000

226,861,002

５．

(1) 1,104,881,596

(2) 収益化累計額 △ 646,677,134

458,204,462

1,026,198,415

未　払　金

負　債　の　部

固定負債

修繕引当金

固定負債合計

流動負債

流動負債合計

繰延収益

長期前受金

繰延収益合計

負債合計
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６． 円 円 円 円

(1) 2,542,929,445

2,542,929,445

７．

(1)

イ 292,875

ロ 13,451,000

13,743,875

(2)

イ 1,844,070,640

△ 1,844,070,640

△ 1,830,326,765

712,602,680

1,738,801,095

国・県補助金

資　本　の　部

資本金

自己資本金

資本金合計

剰余金

資本剰余金

資本合計

負債資本合計

寄附金

資本剰余金合計

利益剰余金

当年度未処理欠損金

利益剰余金合計

剰余金合計
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注  記  表 
 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
(1)固定資産の減価償却の方法 

・定額法による。 

・主な耐用年数：建物 6～50年、構築物 10～40年、機械及び装置 6～18年、工具器具及び備品 4～15年、車両及び運搬具 5～6年 

(2)引当金の計上方法 

イ 賞与等引当金 

賞与等引当金は、職員に対する賞与の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計

上している。 

ロ 退職給付引当金 

退職手当組合に加入しており、追加的な費用負担を一般会計で負担することとしているため計上していない。 

（3）消費税及び地方消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式による。 

２． リース契約により取得する固定資産に係る事項に関する注記 

（1）リース料総額が 300万円以上のファイナンス・リース取引は、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行う。 

（2）リース料総額が 300万円未満のファイナンス・リース取引は、通常の賃貸借契約に係る方法に準じた会計処理を行う。 

※ リース資産に係る経過措置 

   平成 26年 3月 31日以前に取引を開始したリース契約については、通常の賃貸借契約に係る方法に準じた会計処理を行う。 

３． その他の注記 

    新会計基準移行に係る経過措置 

（1）修繕引当金に関する経過措置 

平成 26年 3月 31日以前に引き当てられたものについては、引き続き従前の例により取り崩すこととする。 

（2）みなし償却制度の廃止に伴う経過措置 

平成 26 年 3 月 31 日における償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等で現に資本剰余金として整理している額について

は、平成 26 年 3 月 31 日以前に取得又は改良した資産で、取得又は改良した資産と補助金等の対応関係を個別的に把握できる資産を

除いたすべての資産（ただし、補助金等を充てずに取得又は改良したことが明らかな資産は除く。）を対象とした按分等の方法を用いて

合理的に整理している。 
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